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北広島市芸術文化ホールのありかたについて 

 

 

１）勉強会の趣旨                    

 

□ 芸術文化ホールは平成１０年１０月１日の開設以来２６年が経過 

□ 今日にいたるまで本市の状況は変化（人口減少、少子高齢化、ＢＰ開設など） 

□ 課題①：施設の老朽化が進み、大規模改修の必要性が高い 

□ 課題②：自主事業の企画・運営についても、文化課職員の定期的な異動による

ノウハウ継承の困難や、任意団体である芸術文化ホール運営委員会の限界など

の課題を抱えており、今後を見据えた体制整備について検討が必要 

□ 北広島市公共施設等個別施設計画において、芸術文化ホールは「当面、現施設

を維持する」こととされており、施設の存続を前提とした検討が必要 

□ 本市における芸術文化振興の拠点施設としての芸術文化ホールの「持続的か

つ効果的」な体制整備について、ソフト及びハード両側面からご意見をいただき

たい 

 

２）課題の解決に向けて                 

 

□ 課題の整理、方向性の検討 ⇒ 芸術文化振興審議会の意見反映 

□ 市役所内部における共有、合意形成 

□ 方向性の決定、課題解決に向けた取り組み 

 

３）今後のスケジュール（予定）             

 

□ 令和７年 2月 5日  勉強会①（自主事業の企画・運営編） 

□ 令和７年３月 5日  勉強会②（施設編） 

□ 令和７年７月  諮問、審議① 

□ 令和７年９月  文化賞受賞者選定 

□ 令和７年１０月  審議② 

□ 令和７年１２月  審議③ 

□ 令和８年３月  答申 
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